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福岡市における家庭系可燃ごみとして排出されている紙類は，ごみ全体の約 35％（重量ベース）を占め

ており，その約半分がリサイクル可能な紙であることがこれまでの調査でわかっている．これまでの調査

では，複数の世帯から排出されたごみを一つの試料として調査していたが，本調査では，1 世帯が 1 袋のご

みを排出していると仮定してごみ袋 1 袋ごとの調査を行い，世帯ごとの排出状況を把握することを目的と

した調査を実施した． 

 調査したごみ袋の 95.2％にリサイクル可能な紙が含まれていた．さらに，リサイクル可能な紙を段ボ

ール，新聞，紙パック，雑誌及びそれら以外の「雑がみ」に分け，それぞれの排出状況を確認したところ，

雑がみが含まれていたごみ袋の割合が 93.2％と最も高かった．ごみに占める重量割合では，調査したごみ

全体の 14.7％がリサイクル可能な紙であり，そのうち雑がみの重量割合が 8.0％と最も高かった．1 袋に含

まれていたリサイクル可能な紙の重量に対する袋数の分布は，100 g 未満が最も多く，紙重量が増えるにつ

れて段々と減少していく傾向であった．また，約半数の世帯から排出されたリサイクル可能な紙の重量が

200 g 未満であることがわかった． 

 


